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果が見られる。4･5 歳児が乳児に関わり優しさを示す姿もあった。課題は 4･5 月の 3 歳児
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こでは全体のおおよそ 7 割を占める幼保連携型認定こども園の保育について考える。 
1.2. 認定こども園設置に至った背景 
1945 年（昭和 20 年）以降、新たな国の制度を検討する中で保育一元化の論議が行われ
たものの、児童福祉施設としての保育所の役割と、学校教育機関としての幼稚園の役割は
異なるとして、以後それぞれ発展をとげてきた。1970 年代（昭和 45 年）から一部の園で
幼保一元化に向けた実践的な取り組みが行われるようになった。その流れは緩やかに広が
りを見せ始めた。保育所と幼稚園の役割も徐々に近づいていく中で、1998 年（平成 10 年）
に「幼稚園と保育所の施設共用等に関する指針」が出た。幼稚園と保育所を同一敷地に置
き、園庭･遊戯室等を共用する一体化園が誕生するようになった。2006 年（平成 18 年）に
（旧）認定こども園が発足したものの、当初は保育所と幼稚園の制度上の制約があり、園






 2016 年度（平成 28 年度）の保育所数は 26,237 園（幼保連携型認定こども園も含んだ
数）、幼稚園数は 11,252 園となっている。就学前教育･保育施設の 1 割以上が認定こども
園である（表 1）。 





 三重県は全国的に見ても移行ペースはきわめてゆっくりしている。2017 年度（平成 29










年度 平成 26 平成 27 平成 28 平成 29 
認定こども園数 1,359 2,836 4,001 5,081 
年度 平成 26 平成 27 平成 28 平成 29 
認定こども園数 5 8 17 27 
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的に述べている。仮に X 園と Y 園とする。X 園は午前の保育を 3･4･5 歳児学年別各 3 ク
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２.研究の方法 
 平成 28 年 5 月に 2 園、8 月に 3 園、幼保連携型認定こども園で聞き取り調査を行った。








 今回調査を行った 5 園はそれぞれに代表的な移行ケースの園と考えることができる（表
3）。別途平成 29 年度現在の三重県内の類型数をあげた。  
    (表 3)   幼保連携型認定こども園への移行類型と園数（県発表を元に筆者作成） 
園名 幼保連携型認定こども園への移行類型 園数(H29 現在) 
A 公立幼稚園･保育所の合築園からの移行 1 
B 私立幼稚園に保育所部門を新設して移行 5 
C 私立幼稚園に公立保育所を（閉園･委託）して移行 1 
D 私立保育所からの移行 9 
E 公立幼稚園の複数統合に保育所機能を加えて新設移行 1 
※ 上記以外に「近接幼保の統合による新設もしくは一方への改修移行」がある（4 園）。 
3.1.2. 移行ケースの考察 
 A 園の場合は当初から一体化園を念頭に、園庭･遊戯室 (ホール)･職員室等を共用する計



















 E 園、あるいは欄外に示したような統合園は今後増加すると思われる。2 年保育が主流










        （表 4）  移行に向けた準備等について 



























































た。平成 23 年 4 月に内示、5 月に
設計入札、8 月に建設入札、平成
24 年 3 月に完成、同 4 月開園 
・移行前 50 名程度であった園児
は平成 24 年 103 名、平成 25 年
143 名、平成 26 年 167 名、平成
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は 事 前 の 検 討


























































（表 5） 認定こども園スタート時点における状況 
園名 園長･保育者･園児等 保護者･地域等 行政等 
A ・3 歳児の 1 号認定児が降園すると 2 号認定児が午前中我
慢をしていた分、保護者に甘える姿がみられる。 














教 育 の 維 持 を
強 く 要 望 し て
い た 保 護 者 も





観 の 日 に 合 わ









































































































D ・１号定員 9 名（3 歳 3 名、4 歳 3 名、5 歳 3















































E ・平成 27 年度は 160 人台、平成 28 年
度は 200 人になった。 









・帰りの前の集まりは 2 時前に行う。 
・保育園のときは午睡時を利用して研
修ができたが現在は困難、3･4･5 歳の

































































 2015 年（平成 27 年）4 月、認定こども園法が大幅に改正された。同時に本格的施行と
なった子ども子育て支援法に基づいて保育所･幼稚園から認定こども園への移行促進が始









































異 な り 平 等 性 に 欠 け
る。 
C ・県内保育所の認定こども園化の動き  ・平成 29 年度から子育て支援の
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は幼稚園に比べて少ない。 
・1 号 60 定員（超えて受け入れること
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６．今後の課題 








園名 聞き取り日 聞き取り対象 
A 平成 28 年 5 月 6 日（午前） 主に園長より、担当センター長同席 
B 平成 28 年 5 月 6 日（午後） 理事長及び園長 
C 平成 28 年 8 月 3 日（午前） 理事長（園長兼務）及び主任 
D 平成 28 年 8 月 4 日（午後） 園長並びに系列園園長 
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Methods of Management for "Centers for Early Childhood 
Education and Care" Aiming to Improve Preschool 
Education 
 
Tetsuhisa  TAGUCHI 
 
Abstract 
This paper analyzes the transition from “kindergartens” to “Centers for Early 
Childhood Education and Care” (CECEC) based on interviews with the personnel of 
these educational establishments. The goal of these interviews is to understand the 
measures taken to facilitate the transition. The paper aims to give a general 
assessment of the successes as well as the difficulties encountered by the new CECEC 
in hope that it will help improve preschool education in general.  
 We were told that it was crucial to have the approval of parents and members of the 
community during the pre-transition phase. It was necessary to explain thoroughly the 
reasons behind this change during information sessions for parents and members of 
the community.  
 We also found out that CECEC have a good impact on preschoolers’ education, 
especially at age three. The new preschoolers are influenced positively by watching 
older children who have already experienced life in the CECEC: they develop a deeper 
interest in eating their meals, and they become toilet trained earlier. Preschoolers aged 
four and five are more empathic because they take care of children younger than 
themselves.  
 The main issue facing CECEC is how to take care of preschoolers aged three during 
the months of April and May. Some preschoolers (type 1) go home around 14:00, but 




Centers for Early Childhood Education and Care (CECEC), preschool children type 
1/2/3, preschool teachers 
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